




要約 HTLV-Ⅰの pX 遺伝子産物である p40taX は、ウイルスのみならず細胞遺伝子の転写促

進作用をもち、T細胞腫瘍化に重要な役割を果たしていると考えられている。p40tax は DNA

への直接の結合能はなく、遺伝子の転写促進に際し、エンハンサー DNA に直接結合する細

胞の転写因子を用いていることが明らかとなった。しかし、p40taX がどの段階で作用し

ているのかは依然不明である。この点を解明するために、p40tax に対する抗体による免

疫沈降法により、p40tax に直接結合する細胞因子を検索した。その結果、p40tax と比較

的安定に結合していると思われる細胞因子を2種類(p60,95)を見出した。その内の1つp60

を精製し、1 部のアミノ酸配列を決定したところ、今までには知られていない分子である

ことがわかった。


